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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
有
明
海
漁
業
と
干
拓
地
農
業
の
共
存
・
有
明
海
再
生
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

せ
き

潮
受
堤
防
の
防
災
機
能
に
つ
い
て
は
、
主
に
、
台
風
等
に
よ
る
高
潮
を
遮
断
す
る
こ
と
、
潮
汐
の
影
響
に
関
係
な
く
調
整

池
の
水
位
を
一
定
に
管
理
し
、
大
雨
時
の
調
整
池
へ
の
排
水
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
こ

と
及
び
調
整
池
を
淡
水
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
背
後
低
平
地
に
あ
る
潮
遊
池
等
へ
の
塩
水
の
進
入
を
防
止
し
、
潮
風
に
よ
る

背
後
低
平
地
に
あ
る
農
地
に
対
す
る
塩
害
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
潮
受
堤
防
の
防
災
機
能
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
項
目
以
外
に
は
、
調
整
池
を
淡

水
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
背
後
低
平
地
に
あ
る
潮
遊
池
等
へ
の
塩
水
の
進
入
を
防
止
し
、
潮
風
に
よ
る
背
後
低
平
地
に
あ
る

農
地
に
対
す
る
塩
害
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

諫
早
湾
の
一
部
を
潮
受
堤
防
で
締
め
切
り
高
潮
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
調
整
池
の
水
位
を
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル

と
な
る
よ
う
に
管
理
し
て
、
潮
汐
の
直
接
的
な
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
河
川
、
排
水
路
等
か
ら
調
整
池
へ
の
排
水
が
速
や

一



か
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
雨
時
で
も
洪
水
被
害
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
諫
早
市
街
地
の
一
部
を
含
む
諫
早
湾
周

辺
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
防
災
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
諫
早
水
害
誌
」
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
算
の
根
拠
と
な
る
前
提
条
件
が
明
ら
か
で
な
い
こ
と
か
ら
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

三
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
潮
受
堤
防
を
締
め
切
る
こ
と
に
よ
り
諫
早
市
街
地
の
一
部
を
含
む
諫
早
湾
周
辺
地

域
に
対
す
る
防
災
効
果
は
既
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
農
林
水
産
大
臣
が
決
定
し

た
調
整
池
の
管
理
水
位
を
基
に
、
平
成
十
七
年
三
月
に
本
明
川
水
系
河
川
整
備
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
河
川
改
修

の
実
施
、
洪
水
調
節
施
設
の
建
設
に
よ
り
、
一
級
河
川
本
明
川
水
系
本
明
川
の
治
水
対
策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
す
れ
ば
、
調
整
池
の
水
位
が
外
海
の
潮
位
に
連
動
し
、
調
整
池
へ
の
排
水
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

二



ま
た
、
潮
汐
の
影
響
に
関
係
な
く
調
整
池
へ
の
排
水
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
三
に
つ
い
て
で
お

答
え
し
た
と
お
り
、調
整
池
の
水
位
を
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
メ
ー
ト
ル
と
な
る
よ
う
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

た
ん

御
指
摘
の
湛
水
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
八
年
八
月
の
デ
ー
タ
以
外
に
つ
い
て
、
長
崎
県
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
把

握
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

昭
和
五
十
七
年
か
ら
平
成
八
年
ま
で
の
十
五
年
間
に
湛
水
が
生
じ
た
際
、
農
業
関
連
被
害
総
額
が
三
億
円
程
度
以
上
で
あ

っ
た
こ
と
が
七
回
あ
っ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

一
方
、
潮
受
堤
防
締
切
り
後
の
平
成
九
年
以
降
は
十
七
回
の
湛
水
を
確
認
し
て
い
る
が
、
農
業
関
連
被
害
総
額
が
同
程
度

以
上
で
あ
っ
た
こ
と
は
三
回
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ま
た
、
潮
受
堤
防
締
切
り
前
の
昭
和
五
十
七
年
七
月
二
十
三
日
の
日
最
大
一
時
間
降
水
量
九
十
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
豪
雨

の
際
に
は
、
農
地
崩
壊
が
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
床
上
浸
水
被
害
が
九
百
三
十
戸
に
及
ん
だ
が
、
締
切
り
後
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る

日
最
大
一
時
間
降
水
量
百
一
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
平
成
十
一
年
七
月
二
十
三
日
の
豪
雨
の
際
は
、
床
上
浸
水
被
害
は

三



大
幅
に
減
少
し
、
低
平
地
の
水
田
で
一
時
的
に
湛
水
し
た
も
の
の
、
同
日
中
に
湛
水
が
解
消
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

潮
受
堤
防
の
締
切
り
に
よ
り
、
湛
水
の
程
度
は
確
実
に
軽
減
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

現
時
点
に
お
け
る
諫
早
湾
周
辺
地
域
の
す
べ
て
の
排
水
機
場
の
設
置
状
況
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
潮
受
堤
防
締
切
り
に
よ
り
、
潮
汐
の
影
響
に
関
係
な
く
調
整
池
の
水
位
を
一
定
に

管
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
調
整
池
へ
の
排
水
が
速
や
か
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
水
田
の

は
ん汎
用
化
等
の
観
点
か
ら
、
更
な
る
排
水
改
良
の
強
化
の
た
め
、
ポ
ン
プ
の
設
置
を
行
う
こ
と
も
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

十
一
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
に
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
諫
早
湾
干
拓
事
務
所
が
一
定
の
条
件
下
で
検
討
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
潮
受

堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
す
る
と
す
れ
ば
、
吐
出
量
が
毎
秒
〇
・
一
三
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
・
七
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
の
ポ
ン
プ
が
背
後
低
平
地
の
十
四
地
域
に
合
計
十
五
台
、
吐
出
量
の
合
計
で
毎
秒
十
一
・
五
四
立
方
メ
ー
ト
ル
分
が
必
要

四



と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

十
二
に
つ
い
て

八
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
潮
受
堤
防
締
切
り
に
よ
る
防
災
効
果
は
既
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

現
時
点
で
は
、
防
災
目
的
で
排
水
機
場
を
設
置
す
る
予
定
は
な
い
。

十
三
に
つ
い
て

平
成
十
五
年
度
に
農
林
水
産
省
九
州
農
政
局
諫
早
湾
干
拓
事
務
所
が
一
定
の
条
件
下
で
検
討
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
潮
受

堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
す
る
と
す
れ
ば
、
十
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
十
五
台
の
ポ
ン
プ
に
加
え
て
、
吐
出
量
が
毎

秒
〇
・
九
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
五
・
八
八
立
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
ポ
ン
プ
が
背
後
低
平
地
の
十
四
地
域
に
合
計
三
十
四
台
、

吐
出
量
の
合
計
で
毎
秒
百
四
十
四
・
一
四
立
方
メ
ー
ト
ル
分
が
必
要
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。

十
四
に
つ
い
て

八
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
潮
受
堤
防
締
切
り
に
よ
る
防
災
効
果
は
既
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、

潮
受
堤
防
の
排
水
門
を
常
時
開
門
す
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
効
果
が
失
わ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

十
五
に
つ
い
て

五



潮
受
堤
防
の
排
水
門
の
常
時
開
門
に
つ
い
て
は
、
既
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
防
災
効
果
の
維
持
の
観
点
か
ら
も
、
ガ
タ
土
の

た
い堆
積
に
よ
る
排
水
不
良
の
防
止
の
観
点
か
ら
も
、
適
当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

六


